
あざらしらぼ
活動紹介



・まえおき
• 発達障害（神経発達症） ー漢字の表記等についてー

– 記載は「発達障害」で統一しています。

– 私自身が発達障害を勉強し、知ってきた中で感じていることとして、

– 発達障害は発達に障害があるものだと自身で自身に感じていることが主な理由です。

・定型発達（平均発達）という言葉について

発達障害との間においての言葉や表現の区別のための「呼称」として使用します。

IQ平均が100の方がいたとして、その方がすべて100で統一された100の平均と考えてはいません。

定められた既定の中においての定型的な、または平均的な発達をされている方々、

といった意味で使用しております。特別深い意味はありません。

上記のことより、昨今あざらしらぼの中では「平均発達」または「定型発達」と呼称します。



・まえおき
• 発達障害がわからないとお悩みの方へ

• 発達障害がわからない 子供の考えていることがわからない 家族のことも等々。

• どうしていいかわからず、理解できず、誰に相談してもいいのかもわからない。

• そんな風に悩んでいらっしゃるのではないでしょうか。

発達障害のある方の考えていること、感じていること、発言、思い、思想、理念。

とにかく諸々全てがわかったとしたら「その方も発達障害の可能性」があるかもしれません。

ですので、発達障害は「わからない」でいいのです。

まずは「わからないということをわかること」

また、発達障害がある方は定型発達の方の考えていることが「わからないということをわかること」を

お互いに理解することが発達障害を持つ方との「相互理解」のために必要な第一歩なのです。

諸注意「わからない＝発達障害の可能性がない」というわけではありません。

・発達障害は「わからない」でいいんです



あざらしらぼの活動内容



発達障害当事者・支援者をつなぐ
「通訳・架け橋」













ご清聴いただき
ありがとうございました！
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